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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月24日(2010.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左右戸板（１１，１２）を有する折戸（１０）に取り付けるための指詰め防止装置（４
０）であって、
（i）左右羽根板（２１，２２）と、前記左右羽根板を回動自在に結合させる軸ピン（２
５）と、前記軸ピンを支える軸受（２６）とからなる蝶番（２０）と、
（ii）前記左右戸板（１１，１２）の隙間（１７）をふさぐ形状の遮蔽カバー（４３）と
、
（iii）前記蝶番（２０）と前記遮蔽カバー（４３）を連結する連結棒（４１）と
を有することを特徴とする折戸の指詰め防止装置。
【請求項２】
　前記連結棒（４１）の頭部（４１ｂ）から前記折戸（１０）の外側に向かって２本の開
脚バネ（４５，４６）が延びており、この開脚バネ（４５，４６）の先端が前記蝶番（２
０）に設けられた突起（４７，４８）に差し込まれて固定されている請求項１記載の装置
。
【請求項３】
　前記遮蔽カバー（４３）が左右戸板（１１，１２）の隙間（１７）を移動する延長部（
４４）を有する請求項１又は２記載の装置。
【請求項４】
　折戸閉鎖位置への移動強制装置をさらに有する請求項１ないし３の何れかに記載の装置
。
【請求項５】
　前記羽根板の蛇行調整装置をさらに有する請求項１ないし４の何れかに記載の装置。
【請求項６】
　請求項１～５の何れかに記載の指詰め防止装置を取り付けた左右戸板（１１，１２）か
らなる折戸（１０）。
【請求項７】
　前記左右戸板（１１，１２）の遮蔽カバー（４３）取付位置に切り込み（１５，１６）
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が設けられている請求項６記載の折戸（１０）。
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